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オイルポンプ(歯車ポンプ)

本文中の｛　｝内の従来単位およびそれに基づく数値は、参考として併記したものです。　　

DG3形　取扱説明書
このたびは、DG3形オイルポンプ(歯車ポンプ)をお買上げいただきましてまことにありがとうございます。
ご使用前に取扱説明書を必ずお読みになり、正しく安全にお使いください。
取扱説明書には危害や損害を未然に防止するための注意事項が記載されております。
なお、お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管してください。
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電 気 工 事
運 　 　 　 転
保 守 ・ 点 検
故障の原因と対策

No.　87401416

 

　本文中の関連箇所にも製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損害を
未然に防止するための注意事項が記載されています。
　また注意事項は、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った取扱いをすると生
じることが想定される内容を、「危険」「警告」「注意」の３つに区分しています。
　いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。

  特に注意していただきたいこと

　　危険:人が死亡または重傷を負う危険が差し迫って生じることが想定される内容。

　　警告:人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容。

　　注意:人が傷害を負う可能性および物的損害のみの発生が想定される内容。

1. ガソリンなど第一石油類、溶剤、薬品にはご使用になれません。爆発・引火・火災の恐れがあります。

2. ポンプの運転中及び停止中は火気厳禁です。引火・火災の恐れがあります。

3. 排油処理、防油処理されていない場所には設置しないでください｡油漏れが起きた場合、大きな被害
　につながる恐れがあります｡
　※排油処理、防油処理されていない場合の被害については責任を負いかねます。

4. 軸継手ガードを外したまま運転しないでください｡回転部に巻き込まれ、けがの原因になることが
　あります｡

5. 空運転、一定時間の締切運転、取扱液中に空気を混入させないでください｡ケーシング・軸受・軸封
　などが破損したり、揚油不能になる恐れがあります。また、ポンプが過熱し火傷をする恐れがあります。

6. 修理技術者以外の人は、分解したり修理や改造を行わないでください｡修理に不備があると、感電や
　火災、漏油などの原因になります｡

7. 点検・交換の際は、必ず電源を遮断して作業を実施してください。漏電・感電やけがの恐れがあります｡
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(1) 出荷時には調整してありますが、輸送中の衝撃などで若干狂うことがありますので、

<図-5>の値以下であることをご確認ください。

(2) 軸芯の狂いが大きい場合、モータとベースを固定しているボルトを緩め、
　付属の角シムを間に入れて、調整してください。

6. 1. 1　軸芯の確認

6. 1　始動する前に

<図-5>

(1) 第2回目以降は、異常がなければ直ちに運転できます。

(2) 頻繁な始動・停止はポンプの寿命を短くします。始動頻度は、およそ1時間に6回以内を目安としてください。

(3) 長期間ご使用にならないときは、元の電源を切って、ポンプ内の移送液を抜取り（油切り）、グリス、マシン油
　などを入れ、錆付きを 防止してください。
　※油切りを行う際は、吐出口を下に向け、軸を回転させ十分に油を抜いた後、そのまま30分以上放置し、乾燥
　　させてください。

(4) 圧力計、連成計などのコックは、測定時以外は閉じておいてください。開放しておくと破損しやすくなります。

6. 4　通常運転

(1) 吐出し配管と吸込配管のスルース弁を全開にしてください。

(2) 連続運転に入り、吐出し配管のスルース弁をゆっくりと閉じてください。(締切運転はしないでください)

(3) 圧力、電流、振動、騒音などの異常、メカニカルシール部からの油漏れ、キャビテーションの発生がないか、
　ご確認ください。

(4) ポンプを停止する際は、吐出し配管のスルース弁を全開にしてから停止してください。

6. 3　試運転

(1) ポンプ内に油が入っていることを、ご確認ください。
　吸上げの場合は、配管施工前に吸込口から呼び油をしてください。

(2) 吐出し配管と吸込配管のスルース弁を全開にしてください。

(3) スイッチを一、二度入切りして、ポンプの回転方向をご確認ください。
 　正常な回転方向は、モータ側から見て右回転です。

(4) 逆回転の場合は、元の電源を切って、モータケーブル3本の内2本を入れ替えてください。

6. 2　回転方向の確認

(1)配線が正しく行われているか、端子ビスのゆるみはないか、ご確認ください。

(2)電源をご確認ください。

6. 1. 2　結線の確認

●機器の運転は、仕様範囲内で行ってください。仕様範囲外での運転は、ポンプの故障や事故の
　原因になります。

●試運転時は、ポンプ・配管内の空気抜きを十分行ってください。ポンプがエアロックを起こしたり、
　温度上昇し、故障・事故につながる恐れがあります。

●呼び油及び排気をする場合は、本製品に油がかからないようにしてください。漏電・感電・火災、
　故障の原因になります。

●使用オイルは使用液粘度限界より高粘度のものを使用しないでください。
焼損や火災の原因になります。

1°以下

0.2mm以下

0.5～1.0mm
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